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柳
亭
種
彦
自
筆
資
料
の
仮
名
字
体

―
―
草
双
紙
稿
本
を
中
心
に
―
―

は

じ

め

に

近
世
の
仮
名
字
体
研
究
で
、
こ
れ
ま
で
中
心
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
資
料
の
一

つ
に
草
双
紙
の
板
本
が
あ
る
。
そ
の
表
記
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
使
用
さ
れ
る

字
体
の
種
類
が
少
な
い
点
、
簡
略
な
字
体
が
好
ま
れ
る
点
な
ど
が
既
に
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
表
記
の
背
景
に
は
、
読
者
の
読
み
や
す
さ
へ

の
配
慮
が
あ
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
（
一
し
か
し
ヽ
従
来
の
論
考
で
は
、
草
双

紙
板
本
の
表
記
に
現
れ
る
読
者
層
へ
の
配
慮
と
い
う
問
題
が
、
専
ら
他
の
ジ
ャ

ン
ル
の
板
本
の
表
記
と
の
比
較
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
問
題
が
残
る
。
板
本

の
表
記
に
現
れ
た
読
者
層
へ
の
配
慮
を
考
え
る
に
は
、
写
本

・
稿
本
類
に
ま
で

広
く
日
配
り
し
た
上
で
、
書
き
手
の
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で

テ
キ
ス
ト
に
現
出
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
、
そ
の
具
体
相
を
検
証
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
近
世
後
期
の
戯
作
者
柳
亭
種
彦
の
自
筆
資
料
を
取
り
上
げ
、
種
彦

が
草
双
紙
の
執
筆
に
あ
た
り
、
仮
名
字
体
使
用
の
面
で
、
読
者
の
読
み
や
す
さ

へ
の
配
慮
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
て
い
く
。

種
彦
の
自
筆
資
料
で
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
体
に
つ
い
て
、
草
双
紙
稿
本
に
中
心

内

田

綸
不

的
な
視
点
を
置
い
た
比
較
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
種
彦
が
草
双
紙
を
書
く
た
め

に
用
い
た
仮
名
字
体
に
見
ら
れ
る
特
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
そ
こ
か
ら
書
き

手
で
あ
る
種
彦
の
書
記
意
識
を
探
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

一　
調
査
資
料

１
　

『修
紫
田
舎
源
氏
」
第
八
編
稿
本

（以
下

『稿
本
し

全
二
〇
丁
。
原
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
。
テ
キ
ス
ト
に
は
新
編
稀
書
複
製

会
叢
書
第
四
五
巻
所
収
の
影
印
を
使
用
し
、
以
下
の
引
用
例
の
頁
数
も
、
同
書

に
よ
る
。
調
査
範
囲
は
上
冊
部

一
〇
丁
分
と
し
た
。
こ
の
稿
本
は
、
絵
組
み
が

板
本
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
点
な
ど
か
ら
、
板
本
と
し
て
の
完
成
形
を
念
頭
に
置
い

た
上
で
書
か
れ
た
資
料
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
文
字
の
面
で
も
、
板
本
を
想

定
し
た
表
記
の
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
文
化
六
年

『柳
亭
日
記
』
（以
下

『日
記
し

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
。
全

一
五
丁
。
テ
キ
ス
ト
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
善
本

叢
刊
第
八
巻

『近
世
自
筆
稿
本
集
』
所
収
の
影
印
を
使
用
し
た
。
佐
藤
悟
氏
は
、

種
彦
の
日
記
が
私
的
な

「備
忘
録
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
他
見
を
あ
ま
り
想
定
し
な
い
場
で
の
文
字
使
用
の
あ
り
様
を
反
映



し
て
い
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３
　
考
証
随
筆

『柳
翁
標
注
』
（以
下

『標
注
し

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
全
六
丁
。
種
彦
書
写
の
評
判
記

『吉
原
買

も
の
調
』
の
巻
末
に
付
さ
れ
る
。
天
保

一
三
年
の
執
筆
。
テ
キ
ス
ト
に
は
天
理

図
書
館
善
本
叢
書

『遊
女
評
判
記
集
』
所
収
の
影
印
を
使
用
し
た
。
「後
人
反
古

と
し
給
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
の
奥
書
が
あ
り
、
コ
ロ
原
買
も
の
調
』
の
本
文
と
と

も
に
、
後
世
へ
伝
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
浄
書
稿
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

４
　
狂
歌
集

『柳
亭
家
集
』
（以
下

『家
集
し

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
全

一
三
丁
。
佐
藤
悟
氏
は
文
政
三
年

一
〇

月
以
降
の
成
立
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
杉
浦
正

一
郎
氏
は
内
容
に
未
整
理
の
点

（５
）

が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
草
稿
的
な
資
料
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

５
　
自
筆
板
下
招
物

（以
下

『招
物
し

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
附
属
美
術
館
蔵
。
佐
藤
悟
氏
は
天
保
三
年
六
月
の
制
作
と

推
定
す
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
佐
藤
氏
論
考
に
収
載
の
影
印
を
使
用
し
た
。
な
お
、

本
資
料
は

一
枚
招
で
用
例
の
全
体
量
が
少
な
い
た
め
、
仮
名
字
体
の
種
類
の
比

較
資
料
と
し
て
の
み
用
い
、
用
字
法
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
外
し
た
。

以
上
の
種
彦
自
筆
資
料
に
お
け
る
使
用
仮
名
字
体
の
種
類
と
用
例
数
を
ま
と

め
た
も
の
が
、
巻
末
の
資
料
で
あ
る
。
以
下
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

二
　
仮
名
字
体
使
用
の
概
要

資
料
　
　
仮
名
字
体
用
例
総
数
　
　
使
用
仮
名
字
体
種
類
数

『稿
本
』
　

　

五
八
九
七
字
　
　
　
　
　
工全
ハ
字
体

（五
七
字
源
）

『日
記
』
　

　

一一一八
三
四
字
　
　
　
　
　
九
三
字
体

（七
六
字
源
）

『標
注
』
　

　

一
六
〇
四
字
　
　
　
　
　
七
六
字
体

（六
五
字
源
）

『家
集
』
　
　
　
一
五
八
〇
字
　
　
　
　
　
八
三
字
体

（六
九
字
源
）

『招
物
』
　

　

　

二
四
〇
字
　
　
　
　
　
八
〇
字
体

（六
六
字
源
）

『稿
本
』
は
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
体
の
種
類
が
六
六
字
体
と
、
最
も
少
な
い
。

従
来
、
草
双
紙
板
本
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
、
使
用
さ
れ
る
字
体
の
種
類

が
少
な
い
と
い
う
表
記
上
の
特
徴
は
、
既
に
稿
本
の
段
階
か
ら
看
取
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
草
双
紙
の
執
筆
に
際
し
、
種
彦
に
使
用
仮
名
字
体

の
種
類
を
少
な
く
抑
え
よ
う
と
す
る
意
識
の
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た

『稿
本
』
で
使
用
さ
れ
る
六
六
字
体
中
、
六
四
字
体
ま
で
が
、
他
の
資

料
で
も
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
字
体
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
『稿
本
』

（８
）

一
資
料
で
の
み
使
用
さ
れ
る
字
体
は
、
∧
ツ
∨
の
②

「
ツ
」
と
、
∧
コ
ト
∨
の

合
字
の
計
二
字
体
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
②

「
ツ
」
は
用
例
が
二
例
し

か
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
二
例
と
も
が

「
か
ヘ
ツ
て
」
（八
二
頁
、
八
四
頁
）
と
い

う
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
∧
ツ
∨
の
常
用
字
体
で
あ
る
①

「
つ
」
を
、
上
接
す

る
字
体

「
へ
」
と
の
形
状
の
近
さ
か
ら
、
臨
時
的
に
避
け
た
も
の
で
あ
る
と
理

解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『稿
本
』
に
の
み
特
徴
的
な
字
体
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
の
は
、
∧
コ
ト
∨
の
合
字
、　
一
字
体
と
な
る
。
『稿
本
』
で
は
、
種

彦
に
と
っ
て
使
用
頻
度
の
高
い
、
基
本
的
な
字
体
が
選
択
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

〓
一　
濁
点
の
使
用
の
比
較

資
料
　
　
　
濁
音
例
数
　
　
濁
点
使
用
例
数

　
濁
点
使
用
の
割
合

『稿
本
』
　

　

五
五
四
　
　
　
　
五
四
二
　
　
　
　
九
七

・
八
％

『日
記
』
　

　

一
一九
四
　
　
　
　
一
〓
〓
二
　
　
　
　
七
五

。
九
％

『標
注
』
　

　

一
〓
〓
一　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
　
九

一
。
〇
％

『家
集
』
　

　

一
〓
≡
一　
　
　
　
　
工全
ハ
　
　
　
　
五
〇

・
〇
％



『招
物
』
　
　

　

一
一〇
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
〇

。
〇
％

種
彦
の
自
筆
資
料
に
お
け
る
濁
点
使
用
の
割
合
を
資
料
ご
と
に
整
理
す
る
と
、

右
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、
『招
物
』
で
の
濁
点
の
不
使
用
で
あ

る
。
『招
物
』
は
全
体
の
分
量
自
体
が
少
な
い
が
、
濁
点
が
全
く
使
用
さ
れ
て
い

な
い
点
に
、
種
彦
の
統

一
的
な
方
針
が
窺
え
る
。　
一
般
に
、
伝
統
的
な
和
歌
の

世
界
で
は
歌
の
表
記
に
濁
点
を
使
用
し
な
い
習
慣
が
あ
り
、
こ
の

『招
物
』
で

の
濁
点
の
不
使
用
も
、
そ
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
『家
集
』
で

濁
点
使
用
の
割
合
が
比
較
的
低
い
の
も
、
同
様
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

反
対
に
、
濁
点
を
最
も
多
用
し
て
い
る
の
が

『稿
本
』
で
あ
る
。
濁
点
使
用

の
割
合
が
極
め
て
高
く
、
濁
音
を
濁
点
に
よ
っ
て
明
示
し
よ
う
と
す
る
態
度
が

は
っ
き
り
と
看
取
さ
れ
る
。
草
双
紙
の
稿
本
に
濁
点
が
か
な
り
網
羅
的
に
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
既
に
矢
田
勉
氏
に
指
摘
が
あ
る
が
、
今
回
、
種

彦
の
草
双
紙
稿
本
に
つ
い
て
、
他
の
自
筆
資
料
で
の
濁
点
の
使
用
状
況
と
比
較

し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
網
羅
的
な
濁
点
使
用
が
、
特
に
草
双
紙
を
執

筆
す
る
と
い
う
状
況
下
で
、
書
き
手
に
強
く
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
が
、

改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
　
仮
名
の
用
字
の
比
較

ま
ず
、
論
述
の
便
宜
上
、
『稿
本
』
で
の
仮
名
字
体
の
使
用
状
況
に
よ
っ
て
、

次
の
よ
う
に
仮
名
を
分
類
し
た
。

Ｉ
　
『稿
本
』
で
一
種
類
の
字
体
の
み
を
使
用
の
仮
名

ａ

他
四
資
料
で
も

一
種
類
の
字
体
の
み
を
使
用
の
仮
名

（９
）

ウ
、
工
、
オ
、
チ
、
ム
、
ユ
、
ヨ
、
ヰ
、
ン

ｂ

他
四
資
料
で
は
二
種
類
以
上
の
字
体
を
使
用
の
仮
名

（２２
）

キ
、
コ
、
サ
、
セ
、
ソ
、
テ
、
ナ
、
ヌ
、
ノ
、
ヒ
、
フ
、
へ
、
ホ
、

マ
、
ミ
、
メ
、
ヤ
、　
レ
、　
口
、　
ワ
、　
ヱ
、
ヲ

Ｈ
　
『稿
本
』
で
二
種
類
の
字
体
を
使
用
の
仮
名

ａ

他
四
資
料
で
も
二
種
類
の
字
体
を
使
用
の
仮
名

（７
）

イ
、
ク
、
ケ
、
シ
、
卜
、
不ヽ
、
リ

ｂ

他
四
資
料
で
は
三
種
類
以
上
の
字
体
を
使
用
の
仮
名

（１０
）

ア
、
力
、
ス
、
夕
、
ツ
、
二
、
ハ
、
モ
、
ラ
、
ル

以
下
、
Ｉ
ｌ
ａ
の
仮
名
か
ら
順
に
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四
。
一　
Ｉ
ｌ
ａ
の
仮
名
の
用
字

◇
Ｉ
Ｉ
五

¨
ウ
、
工
、
オ
、
チ
、
ム
、
ュ
、
ヨ
、
ヰ
、
ン

ー
ー
ａ
は
、
種
彦
の
自
筆
資
料
全
体
を
通
じ
て
一
種
類
の
字
体
が
統

一
的
に

使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
で
あ
る
。
種
彦
に
と
っ
て
は
、　
一
つ
の
仮
名
に
対
し
て

一
種
類
の
字
体
の
使
用
が
固
定
化
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と

一
種
類
の
字
体
し
か
使
用
さ
れ
な
い
Ｉ
ｌ
ａ
の
仮
名
で
は
、
よ
り
少
な
い
種
類

の
字
体
に
よ
る
表
記
を
志
向
す
る
草
双
紙
稿
本
の
執
筆
に
際
し
て
も
、
仮
名
字

体
の
使
用
の
面
で
特
別
な
配
慮
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二
　
Ｉ
ｌ
ｂ
の
仮
名
の
用
宇

◇
Ｉ
ｌ
ｂ

¨
キ
、　
コ
、
サ
、　
セ
、
ソ
、
テ
、
ナ
、
ヌ
、
ノ
、
ヒ
、　
フ
、　
へ
、　
ホ
、

マ
、
ミ
、　
メ
、
ヤ
、　
レ
、　
口
、　
ワ
、　
ヱ
、
ヲ

ー
ー
ｂ
は
、
『稿
本
』
で
は
一
種
類
の
字
体
の
み
が
使
用
さ
れ
、
『稿
本
』
以

外
の
四
資
料
で
は
複
数
種
の
字
体
が
並
び
用
い
ら
れ
て
い
た
仮
名
で
あ
る
。

Ｉ
ｌ
ｂ
の
全
体
的
な
傾
向
性
を
見
る
た
め
に
、
ま
ず

『稿
本
』
以
外
の
、
複

数
種
の
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
た
四
資
料
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
使
用
状
況
を

検
討
す
る
。
す
る
と
、
Ｉ
ｌ
ｂ
の
全
て
の
仮
名
に
つ
い
て
、
複
数
種
の
使
用
字



体
の
う
ち
の
一
字
体
に
の
み
用
例
数
が
大
き
く
偏
っ
て
い
る
と
い
う
、
共
通
し

た
特
徴
が
存
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
∧
キ
∨
で
は
、
四
資
料
を
通
じ
て

三
種
類
の
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
①

「き
」

一
字
体
に
計

一

六

一
例
も
の
用
例
が
集
中
し
、　
一
方
、
他
の
二
字
体
は
わ
ず
か
一
例
ず
つ
の
使

用
で
あ
る
。
数
の
上
で
汎
用
さ
れ
る
字
体
が
ま
ず

一
字
体
存
在
し
、
そ
れ
以
外

の
字
体
は
、
い
わ
ば
補
助
的
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
そ
し
て

『稿
本
』
で
は
、
そ
の
汎
用
さ
れ
る
①

「き
」

一
字
体
の
み
が
、
使
用
字
体
と

し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『稿
本
』
以
外
の
四
資
料
で
汎
用
さ
れ
て
い

る
一
字
体
が
、
「稿
本
』
で
一
種
類
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
と
一
致
す
る
と

い
う
傾
向
は
、
∧
キ
∨
以
外
の
Ｉ
ｌ
ｂ
の
仮
名
に
も
全
て
共
通
し
て
認
め
ら
れ

る
。
詳
し
く
は
巻
末
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
Ｉ
ｌ
ｂ
の
仮
名
に
関
し
て
、

『稿
本
』
で
は
、
よ
り
使
用
頻
度
の
高
い
一
字
体
を
統

一
的
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
使
用
仮
名
字
体
の
種
類
を
減
少
さ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
異
体
の
仮
名
字
体
の
使
い
分
け
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
Ｉ
ｌ
ｂ

の
仮
名
に
つ
い
て
、
『稿
本
』
以
外
の
四
資
料
で
の
字
体
の
使
用
状
況
を
検
討
す

る
と
、
中
に
語
中
の
位
置
に
よ
る
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

字
体
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
∧
コ
∨
で
は
、
四
資
料
を
通
じ
て
①

「
こ
」
が

語
中
の
位
置
に
関
わ
ら
ず
汎
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
②

「古
」
に
は
全

一
八
例

中

一
五
例
ま
で
が
自
立
語
語
頭
の
例
で
あ
る
と
い
う
、
用
字
上
の
偏
り
が
認
め

ら
れ
る
。
②

「古
」
は
主
に
自
立
語
語
頭
に
用
い
ら
れ
る
字
体
で
あ
る
と
言
え

る
。
し
か
し
、
汎
用
さ
れ
る
字
体
①

「
こ
」
に
も
自
立
語
語
頭
の
例
が
二
六
例

あ
り
、
自
立
語
語
頭
で
は
、
む
し
ろ
②

「古
し
よ
り
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
②

「古
」
の
用
字
上
の
特
徴
を
上
回
る
勢
力
で
、
①

「
こ
」
が
汎
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『稿
本
』
で
は
、
こ
の
①

「
こ
」

一
字
体
の
み
が

使
用
字
体
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
『稿
本
』
で
は
、
用
例
数
の
み
な
ら
ず
、
用

法
の
面
で
も
よ
り
汎
用
的
な
字
体
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
、
Ｉ
ｌ
ｂ
の
仮
名
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
『稿
本
』
で
は
使
用

頻
度
、
用
法
の
両
面
で
よ
り
汎
用
性
の
高
い
字
体
を
選
択
し
て
使
用
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
Ｉ
ｌ
ｂ
の
仮
名
に
関
し
て
、
「稿
本
』
で
の
使
用

字
体
の
種
類
が
他
の
自
筆
資
料
に
比
し
て
減
少
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
点
に
起

因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
〓
一　
Ⅱ
ｌ
ａ
の
仮
名
の
用
字

◇
Ｈ
Ｉ
ム

¨
イ
、
ク
、
ケ
、
シ
、
卜
、
ネ
、
リ

Ｈ
ｌ
ａ
は
、
種
彦
の
自
筆
資
料
全
体
を
通
じ
て
二
種
類
の
字
体
が
固
定
的
に

使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
で
あ
る
。
Π
Ｉ
な

の
仮
名
で
使
用
さ
れ
る
字
体
に
は
、

独
自
の
用
字
法
の
備
わ
っ
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
異
体
の
字
体
相
互
の
使
い

分
け
に
注
目
し
た
場
合
に
も
、
二
種
類
の
字
体
が
相
補
的
な
形
で
使
い
分
け
ら

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
存
す
る
。

ま
ず
∧
ク
、
シ
、
卜
、
ネ
∨
で
は
、
種
彦
の
自
筆
資
料
全
体
を
通
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
字
体
を
、
語
中
の
位
置
に
よ
っ
て
相
補
的
に
使
い
分
け
る
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
。
∧
シ
、
卜
∨
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
∧
ク
、

ネ
∨
に
お
け
る
字
体
の
使
い
分
け
を
、
表
に
し
て
示
す
。

∧
ク
∨

①

「く
」
¨
主
に
語
尾
に
使
用
さ
れ
る
。

②

「久
」
¨
非
語
尾
に
使
用
さ
れ
る
。

『家
集
』

『標
注
』

『日
記
』

『稿
本
』

資
料

一
七
／

一
九
例

一
七
／
三
二
例

六
六
／
七
三
例

六
八
／
八
四
例

（七
七
／
八
四
）

①

「く
」
語
尾
例

一
七
／

一
九
）

一
九
／
三
二
）

七
〇
／
七
三
）

一
四
／

一
四
例

八
／
八
　
例

〓
三

／
≡

一例

四
四
／
四
四
例

②

久
」

非
語
尾
例



∧
ネ
∨

①

「祢
」
¨
主
に
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
。

②

「年
」
¨
非
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
。

『
標

注

」

『日
記
』

『稿
本
』

資
料

一
／

一　

例

（
　
一
／

一　

）

一
〇
／

一
二
例

（
一
〇
／

一
二
）

一
三
／

エ
ハ
例

（
〓
二
／

１
Ｃ

①

「祢
」
自
語
頭
例

三
／
三
　
例

四
／
四
　
例

二
九
／
二
九
例

②

「年
」
非
自
語
頭
例

※

『家
集
』
で
は
①

「祢
」
の
み
を
統

一
的
に
使
用
し
て
い
る
。

各
表
と
も
、
（　
）
内
は
複
合
語
や
漢
字
熟
語
の
場
合
の
、
語
構
成
的
に
語
尾

又
は
自
立
語
語
頭
に
準
ず
る
と
捉
え
ら
れ
る
用
例
を
も
算
入
し
た
数
値
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
相
補
的
な
字
体
の
使
い
分
け
は
、
語
や
文
節
の
切
れ
目
を
明
示

し
、
文
脈
を
捉
え
や
す
く
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
、
読
者
の
読
み
や
す

さ
に
適
っ
た
表
記
で
あ
る
と
言
え
る
。
『稿
本
』
で
、
こ
れ
ら
の
仮
名
の
使
用
字

体
の
種
類
が
減
少
し
て
い
な
い
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
∧
イ
、
ケ
、
り
∨
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
∧
イ
∨
で
は
、
①

「
い
」
が
多
用
さ
れ
る
一
方
、
②

「以
」
は
三
例
の

み
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
同

一
字
体
の
近
接
を
避
け
よ

う
と
す
る
際
に
、
自
立
語
語
尾
や
そ
れ
に
準
ず
る
箇
所
に
使
用
し
た
例
で
あ
る
。

光
氏
は
＝
さ
以
か
し
こ
み
候
と
お
ん
ま
へ
を
し
り
ぞ
き
つ
．ヽ‐

（
）
七
二
頁
）

き
よ
み
づ
へ
た
ゞ
今
さ
ん
け
以
い
た
し
ま
す
卜

（七
七
頁
）

…
…
と
は
以
か
い
の
句
を
い
ひ
か
け
た
り

（八
六
頁
）

∧
ケ
∨
で
は
、
汎
用
さ
れ
る
①

「け
」
に
対
し
、
②

「企
」
は
助
動
詞
、
活

用
語
尾
、
さ
ら
に

「け
ふ

欠
フ
日
ど

と
い
う
語
の
表
記
と
、
特
定
の
場
合
に
限

（‐２
）

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に

「け
ふ

〔今
日
ど

の
表
記
に
関
し
て
は
、
種
彦

は

『稿
本
』
以
外
の
自
筆
資
料
で
も
、
例
外
な
く
②

「企
」
を
用
い
て
い
か
可

ま
た
∧
り
∨
で
は
、
①

「り
」
が
多
用
さ
れ
る
一
方
、
②

「里
」
は
全
五
例
中

二
例
が
自
立
語
語
頭
に
準
ず
る
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

あ
る
ひ
は
ひ
ち
里
き

〔筆
案
〕
尺
八
の
ふ
え
な
ん
ど
を
と
り
い
だ
し

（七

二
～
七
三
頁
）

も
と
よ
り
か
れ
は
ふ
う
里
う

〔風
流
〕
に
心
を
よ
せ
る
も
の
な
ら
ね
ば
（八

一
頁
）

『稿
本
』
で
は
自
立
語
語
頭
の
∧
り
∨
の
例
は
な
か
っ
た
が
、
種
彦
の
自
筆

資
料
全
体
を
通
じ
て
、
自
立
語
語
頭
や
そ
れ
に
準
ず
る
箇
所
で
は
、
例
外
な
く

②

「里
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『稿
本
』
に
お
け
る
∧
イ
、
ケ
、
り
∨
の
仮
名
字
体
の
使
用
状

況
を
精
査
し
て
み
る
と
、
少
数
の
み
使
用
の
字
体
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
用

字
上
の
特
徴
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
『稿
本
』
は
先
述
の
よ
う
に
、
汎
用
性
の

低
い
字
体
の
使
用
を
避
け
て
、
よ
り
少
な
い
種
類
の
字
体
に
よ
る
表
記
を
志
向

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
∧
イ
、
ケ
、
り
∨
の
場
合
の
よ
う
に
機
能
的
な
用
字
法

を
備
え
た
字
体
に
つ
い
て
は
、
使
用
頻
度
の
低
さ
で
使
用
を
嫌
う
こ
と
な
く
、

他
の
自
筆
資
料
と
同
様
に
複
数
種
の
字
体
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
異
体
の
字
体
の
使
い
分
け
に
、
資
料
に
よ
る
差
異
が
見
ら
れ
る
か

を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
∧
シ
、
卜
∨
を
取
り
上
げ
る
。

∧
シ
∨
で
は
、
大
き
く
自
立
語
語
頭
に
②

コ
ど
、
非
自
立
語
語
頭
に
①

「し
」

と
い
う
、
相
補
的
な
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

二
字
体
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
語
語
頭
で
の
使
用
の
割
合
で
あ
る
。

①

「し
」
の
語
頭
で
の
使
用
の
割
合

（語
頭
例
数
／
全
用
例
数
〉
　

（語
頭
＋
準
語
頭
例
数
／
全
用
例
数
）

『稿
本
』
　
　
　
　
五
／
三
二
五
　
　
　
五
／
三
二
五

（二
・
三
％
）

『日
記
』
　
　
　
　
エハ
／
二
〇
二
　
　
　
一
一
／
二
〇
二

（五

・
四
％
）



② ¬ 司
¬家 標
志 集 注

『稿
本
』

『日
記
』

『標
注
』

『家
集
』

∧
シ
∨冷

じ
士
″

Ｃ

し
字
体

「家
集
』

『標
注
』

『日
記
』

一
騰

本

つ

『家
集
』

『標
注
』

『日
記
』

「
稿
本
』

資
料

五
一
九
一
八

六

九

五

四

二
〇
二

三
二
五

用
例
数

五
一
四

五

八 五

自
語
頭

○ 五 四
一
五
四

二

自
語
中

○ ○
一
七

一
〇
九
七

七

自
語
尾

○ ○ ○

四
五
五

五

付
属
語

②

「志
」
は
、
複
合
語
の
後
部
要
素
の
頭
な
ど
自
立
語
語
頭
に
準
ず
る
と
判

断
さ
れ
る
例
ま
で
含
め
る
と
、
全
資
料
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
が
語
頭
で
の
使
用

で
、
資
料
に
よ
る
差
は
見
ら
れ
な
い
。　
一
方
、
①

「し
」
は

『稿
本
』
で
の
語

頭
使
用
率
が
二
。
二
％
と
、
他
の
資
料
に
比
し
て
際
立
っ
て
低
い
。
さ
ら
に
、

「稿
本
』
で
の
①

「し
」
の
自
立
語
語
頭
例
は
、
五
例
全
て
サ
変
動
詞
連
用
形

の
例
で
あ
る
。
基
本
的
に
非
自
立
語
語
頭
で
使
用
さ
れ
る
①

「し
」
に
つ
い
て
、

延
べ
語
数
、
異
な
り
語
数
の
両
面
で
、
例
外
の
最
も
少
な
い
資
料
が

『稿
本
』

で
あ
る
と
言
え
る
。
∧
シ
∨
に
関
し
て
、
『稿
本
』
で
は
二
字
体
の
使
い
分
け
が
、

他
の
資
料
よ
り
も
厳
密
に
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

∧
卜
∨②

止

Ｃ

と

字
体

『家
集
』

『標
注
』

『日
記
』

『稿
本
』

『家
集
』

『標
注
』

．
口
撃
乱
』

．稿
本
』

資
料

一
八
二
四

五

四

一
三
九
三
四
五
〇
九
〇

九

三

用
例
数

一
〇

三

八 ○ ○

自
語
頭

四

四

六 四

自
語
中

○

二
五 七

一
五
一
七

自
語
尾

七
一
四
三
〇
四
五
七

一

七

三

付
属
語

∧
卜
∨
で
は
、
自
立
語
の
用
例
に
関
し
て
、
全
体
的
に
①

「と
」
が
語
尾
、

②

「止
」
が
語
頭
と
い
う
相
補
的
な
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら

『稿
本
』
で
は
、
②

「止
」
が
自
立
語
語
尾
に
も
二
五
例
も
使
用
さ
れ
て
い

る
。
①

「と
」
を
含
め
た
上
で
考
え
て
も
、
『稿
本
』
で
の
自
立
語
語
尾
例
計
四

二
例
中
、
半
数
以
上
の
二
五
例
が
②

「止
」
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
資
料

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
相
補
的
な
使
い
分
け
と
は
様
相
が
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
の
違
い
が
生
じ
た
要
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
『稿
本
』
と
そ
れ
以

外
の
資
料
と
の
間
で
、
異
体
の
字
体
の
使
い
分
け
に
差
異
が
見
ら
れ
た
点
は
、

注
意
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
Ｈ
Ｉ
ム

の
仮
名
に
は
、
∧
卜
∨
に
関
し
て
は
問
題
も
残
る
も

の
の
、
全
体
と
し
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
用
字
法
を

有
し
て
お
り
、
異
体
の
仮
名
字
体
相
互
の
使
い
分
け
も
相
補
的
に
な
さ
れ
る
場

合
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
『稿
本
』
で
の
使
用

字
体
の
種
類
が
、
他
の
自
筆
資
料
と
比
し
て
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
と
も
大
き

三
／
エハ
六

二
／
五
四

の
語
頭
で
の
使
用
の
割
合

（語
頭
例
数
／
全
用
例
数
）

五
八
／
六
九

一
四
∠

八

一
三
／

一
九

五
／
五

六
／
六
六

　

（九

。
一
％
）

四
／
五
四

　

（七

・
四
％
）

（語
頭
＋
準
語
頭
例
数
／
全
用
例
数
）

六
七
／
六
九

（　
九
七

。
一
％
）

一
八
／

一
八

（
一
〇
〇

・
〇
％
）

一
八
／

一
九

（　
九
四

・
七
％
）

五
／
五

　

（
一
〇
〇

。
〇
％
）



く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
。
四
　
軍
ｌ
ｂ
の
仮
名
の
用
字

◇
Ｈ
ｌ
ｂ

¨
ア
、
力
、　
ス
、
夕
、　
ツ
、　
二
、　
ハ
、　
モ
、
ラ
、　
ル

Ｈ
ｌ
ｂ
は
、
『稿
本
』
で
は
二
種
類
、
他
の
資
料
で
は
三
種
類
以
上
の
字
体
が

使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
で
あ
る
。
Ｈ
ｌ
ｂ
の
仮
名
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴

と
し
て
は
、
Ｉ
ｌ
ｂ
と
同
様
、
『稿
本
』
で
は
他
の
自
筆
資
料
で
の
使
用
頻
度
が

低
い
字
体
ほ
ど
、
使
用
が
控
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
詳

細
は
巻
末
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
し
て
、
さ
ら
に

『稿
本
』
で
使
用
が
控
え
ら
れ
て
い
る
字
体
に
は
、
語
や

文
節
中
の
位
置
に
よ
る
使
い
分
け
と
い
う
点
で
、
用
字
上
の
特
徴
が
見
ら
れ
な

い
字
体
が
多
い
。
『稿
本
』
で
使
用
が
控
え
ら
れ
て
い
る
一
六
字
体
中
、
用
字
上

の
特
徴
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
∧
ス
∨
の
③

「須
」
（文
節
末
専
用
）
と

∧
ハ
∨
の
③

「盤
」
（付
属
語
専
用
）
の
二
字
体
の
み
で
あ
る
。
Ｈ
ｌ
ｂ
の
仮
名

で
は
、
Ｉ
ｌ
ｂ
の
場
合
と
同
様
、
使
用
頻
度
が
低
く
、
用
字
上
の
特
徴
を
持
た

な
い
字
体
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
で
、
使
用
字
体
の
種
類
を
減
少
さ
せ
て
い
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
異
体
の
仮
名
字
体
の
使
い
分
け
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

こ
こ
で
は
例
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
も
の
仮
名
の
う
ち
、
字
体
の
相
補
的
な
使
い
分
け

が
唯

一
認
め
ら
れ
た
∧
ハ
∨
を
取
り
上
げ
、
用
字
法
に
つ
い
て
の
考
察
を
加
え

る
。
下
段
の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
④

「
は
」
の
一
例
は
、
「
い
ろ
は
」
（家
集

。
一
〇
ウ
）
と
い
う
例
で
あ

る
。
い
ろ
は
歌
の
表
記
に
字
体

「は
」
が
固
定
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
既
に
浜
田
啓
介
氏
、
矢
田
勉
氏
ら
に
指
摘
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
は

④

「は
」
以
外
の
三
字
体
に
つ
い
て
、
そ
の
用
字
法
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と

∧
ハ
∨④

は

③
盤

Ｃ

者
①

『家
集
』

「
家

集

」

『標
注
』

『日
記
』

『家
集
」

『
標

注

」

『日
記
』

『稿
本
』

『家
集
』

『標
注
』

『
日
記
』

『稿
本
』

資
料

ノヽ 四

四
六
二
五
一
九

一
二
〇
二
九
六
九
三
〇

一
五
八

用
例
数

○ ○ ○ 七

三

八 ○ ○ ○ ○

自
語
頭

○ ○ ○
一
四
四

三 ○

自
語
中

○ ○ ○ 五 五 五

三

四 ○ ○

自
語
尾

○
一
八 四

四
六 五 五

一
一エハ

六

九
二
七

一
五
四

付
属
語

す
る
。

表
か
ら
、
ま
ず
大
き
く
自
立
語
に
②

「者
」、
付
属
語
に
①

「
ハ
」
ｏ
③

「盤
」

と
い
う
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。
②

「者
」
が
付
属
語
に
使
用
さ
れ
た
例
も

あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
副
助
詞

「ば
か
り
」
な
ど
、
文
節
末
以
外
の
箇
所
で
の

用
例
で
あ
り
、
①

「
ハ
」
。
③

「盤
」
が
係
助
詞

「は
」
や
接
続
助
詞

「ば
」
な

ど
、
文
節
末
に
位
置
す
る
語
に
多
用
さ
れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
点

を
考
慮
す
る
と
、
∧
ハ
∨
で
は
主
に
文
節
末
に
①

「
ハ
」
ｏ
③

「盤
」
、
非
文
節

末
に
②

「者
」
と
い
う
字
体
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
③

「盤
」
は
六
八
例
全
例
が
文
節
末
に
使
用
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
三
字
体
の
う
ち
、
③

「盤
」
は

『稿
本
』
で
は
全

く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
①

「
ハ
」
と
③

「盤
」
が
、
主
に
文
節
末
に



用
い
る
と
い
う
点
で
用
法
が
重
な
る
た
め
、
よ
り
少
な
い
種
類
の
字
体
に
よ
る

表
記
を
志
向
す
る

『稿
本
』
で
は
、
こ
の
う
ち
用
例
数
が
多
く
、
形
も
よ
り
簡

略
な
①

「
ハ
」
の
み
を
統

一
的
に
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
∧
ハ

∨
に
関
し
て
、
『稿
本
』
で
は
、
機
能
的
に
重
な
り
の
あ
る
二
字
体
の
う
ち
の
一

字
体
を
切
り
捨
て
る
こ
と
で
、
よ
り
合
理
的
な
表
記
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
言

え
る
。

さ
ら
に
∧
ハ
∨
の
字
体
の
使
い
分
け
に
、
資
料
に
よ
る
差
が
見
ら
れ
る
か
を

考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
、
四
資
料
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
①

「
ハ
」
と

②

「者
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
節
末
で
の
使
用
の
割
合
を
比
較
す
る
。

①

「
ハ
」
の
文
節
末
で
の
使
用
の
割
合

（文
節
末
例
数
／
全
用
例
数
）

『稿
本
』
　

　

一
五
五
／

一
五
八

（九
八
。
一
％
）

『日
記
』
　
　
　
一
一八
／
三
〇

　

（九
三

・
三
％
）

『標
注
』
　
　
　
エハ
八
／
六
九

　

（九
八
・
六
％
）

『家
集
』
　
　
　
一
二
ハ
／
二
九

　

（八
九

・
七
％
）

②

「者
」
の
文
節
末
で
の
使
用
の
割
合

（文
節
末
例
数
／
全
用
例
数
）

『稿
本
』
　
　
　
　
一
一／

一
二
〇

（
　
一
・
七
％
）

『日
記
」
　
　
　
一
〓
一／
六

一
　

（三
六

・
〇
％
）

『標
注
』
　
　
　
　
一
一／

一
九

　

（
一
〇

・
五
％
）

『家
集
』
　

　

　

四
／
二
五
　

（
一
六

・
〇
％
）

ま
ず
①

「
ハ
」
は
、
全
資
料
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
が
文
節
末
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。
各
資
料
と
も
例
外
は
三
例
以
内
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
差
は
な
い
と
言

え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
②

「者
」
は
文
節
末
で
の
使
用
率
が

『稿
本
』
で
際

立
っ
て
低
く
、
他
の
資
料
と
の
間
に
、
明
確
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。
∧
ハ
∨
に

関
し
て
、
『稿
本
』
で
は
二
種
類
の
字
体
の
使
い
分
け
が
、
他
の
自
筆
資
料
よ
り

も
厳
密
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
　
と
　
め

以
上
、
述
べ
き
た
っ
た
点
を
次
に
ま
と
め
る
。

一
、
『稿
本
』
で
は
他
の
自
筆
資
料
に
比
べ
、
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
体
の
種
類
が

少
な
い
。
草
双
紙
の
執
筆
に
あ
た
り
、
既
に
稿
本
の
段
階
で
、
使
用
字
体
の

種
類
を
少
な
く
抑
え
た
表
記
が
志
向
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『稿

本
』
で
は
、
種
彦
の
自
筆
資
料
に
お
い
て
使
用
頻
度
の
高
い
、
基
本
的
な
仮

名
字
体
が
選
択
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

二
、
『稿
本
』
で
は
他
の
自
筆
資
料
に
比
べ
、
濁
点
使
用
の
割
合
が
高
い
。
濁
点

に
よ
っ
て
濁
音
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
、
通
常
よ
り
強
く
働
い
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

三
、
『稿
本
』
で
は
、
使
用
頻
度
、
用
法
の
両
面
に
お
い
て
、
よ
り
汎
用
性
の
高

い
仮
名
字
体
を
選
択
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
使
用
す
る
仮
名
字
体
の
種
類
を

少
な
く
抑
え
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
他
の
自
筆
資
料
と
比
べ
て
『稿

本
』
で
の
使
用
字
体
の
種
類
が
減
少
し
て
い
な
い
仮
名

（Ｈ
ｌ
ａ
）
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
使
用
字
体
そ
れ
ぞ
れ
に
、
独
自
の
用
字
法
が
備
わ
っ
て
い
る

と
い
う
特
徴
が
見
出
せ
る
。

四
、
『稿
本
』
で
は
、
∧
シ
、
ハ
∨
の
よ
う
に
、
他
の
自
筆
資
料
に
比
し
て
複
数

種
の
字
体
の
使
い
分
け
が
よ
り
厳
密
に
な
さ
れ
て
い
る
仮
名
が
見
ら
れ
る
。

仮
名
中
心
で
表
記
す
る
草
双
紙
で
は
、
語
や
文
節
中
の
位
置
に
よ
っ
て
字
体

を
機
能
的
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
、
通
常
よ
り
も
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
諸
点
は
そ
れ
ぞ
れ
、
種
彦
が
草
双
紙
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
、



読
者
層

へ
の
表
記
上
の
配
慮

の
具
体
的
な
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
草
双
紙
稿
本

に
つ
い
て
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
こ
れ

ら
の
傾
向
性
が
、
実
際
に
板
行
さ
れ
た
草
双
紙
板
本

の
表
記

へ
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
後
考
を
期

し
た
い
。

江̈（１
）

浜
田
啓
介
氏

「板
行
の
仮
名
字
体
―
―
そ
の
収
欽
的
傾
向
に
つ
い
て
―
―
」
η
国

語
学
じ
第
一
一
八
集
、
一
九
七
九
年
九
月
）、
久
保
田
篤
氏

「近
世
の
通
俗
文
体
と
し

て
の
黄
表
紙
の
文
章
」
η
近
代
語
研
究
」
第
九
集
、
武
蔵
野
書
院
、　
一
九
九
二
年
）

な
ど
。

（２
）

「修
紫
田
舎
源
氏
」
の
稿
本
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
重
三
氏

「解
説
」
（新
日
本
古
典

文
学
大
系
”

■修
紫
田
舎
源
氏

下
」
、
岩
波
書
店
、　
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
説
明

が
あ
る
。

（３
）

佐
藤
悟
氏
「柳
亭
日
記
」
（研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
第
九
巻
「日
記
・紀
行
文
学
」
、

明
治
書
院
、　
一
九
八
四
年
）

（４
）

佐
藤
悟
氏

「享
和

。
文
化
前
期
の
柳
亭
種
彦
―
―
柳
亭
種
彦
年
譜
考
証
Ｈ
Ｉ
Ｉ
」

∩
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
八
集
、　
一
九
八
六
年
二
月
）

（５
）

杉
浦
正

一
郎
氏

「種
彦
自
筆
の

■柳
亭
家
集
」
草
稿
本
」
■
近
世
文
学
』
第
二
巻

第
六
号
～
第
四
巻
第

一
号
、　
一
九
二
七
年

一
二
月
～

一
九
二
八
年
二
月
）

（６
）

佐
藤
悟
氏

「柳
亭
種
彦
の
招
物
三
種
」
∩
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
三

集
、　
一
九
九

一
年
三
月
）

文
研
究
」
第
二
七
号
、　
一
九
七
四
年
八
月
）、
久
保
田
篤
氏

「
『浮
世
風
呂
』
の
平
仮

名
の
用
字
法
」
η
成
曖
国
文
』
第
二
〇
号
、　
一
九
九
七
年
二
月
）
な
ど
に
、
同
様
の

指
摘
が
あ
る
。

（・３
）

「け
ふ

２
７
日
ど

の
表
記
に
関
し
て
は
、
注
（１２
）
の
論
文
の
ほ
か
、
矢
田
勉
氏

「異

体
が
な
使
い
分
け
の
発
生
」
η
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念

国
語
学
論
集
し
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
五
年
）
に
も
言
及
が
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
も
、
一九
禄
八
年
跛
の

■新
増
寺
子

入
木
抄
』
η
往
来
物
大
系
』
第
四
〇
巻

〔大
空
社
、　
一
九
九
二
年
）
に
所
収
）
に
は
、

仮
名
字
体

「企
」
と

「
ふ
」
を
連
綿
体
で
記
し
て
示
し
た
右
に

「此
二
字
ノ
カ
ナ
ハ

切
テ
書
事
無
之
」
と
の
注
記
が
見
ら
れ
、
こ
の
二
字
体
の
熟
合
度
の
高
さ
が
窺
わ
れ

フ
つ

。

（・４
）

玉
村
禎
郎
氏

１
春
色
梅
兒
春
美
」
に
お
け
る
仮
名
の
用
字
法
」
翁
国
語
文
字
史
の

研
究
』
二
、
和
泉
書
院
、　
一
九
九
四
年
）
に
は
、
主
に
文
節
中

・
文
節
末
に
使
用
さ

れ
る
字
体

「し
」
が
、
サ
変
動
詞
連
用
形
の
場
合
に
限
っ
て
は
、
文
節
頭
で
も
多
用

さ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（・５
）

浜
田
啓
介
氏
注
（１
ヱ
祠
文
、
矢
田
勉
氏

「
い
ろ
は
歌
書
写
の
平
仮
名
字
体
」
「
国

語
と
国
文
学
」
第
七
二
巻
第

一
二
号
、　
一
九
九
五
年

一
二
月
）
な
ど
。

付
記本
稿
は
、
第

一
五
四
回
近
代
語
研
究
会

（
一
九
九
八
年
五
月
二
九
日
、
お
ｏ

国
立
国
語
研
究
所
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
の
席
上
、
御
教
示
を

賜
っ
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―

8 7

字
源
数
は
、
合
字
の
例
を
含
め
ず
に
数
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
個
別
の
仮
名
字
体
は

「　
」
で
示
し
、
抽
象
的
単
位
と
し
て
の
仮
名

は
∧
　
∨
で
示
す
こ
と
で
、
両
者
を
区
別
し
て
ゆ
く
。
「　
」
の
前
に
付
し
た
丸
囲
み

の
数
字
は
、
巻
末
の
資
料
の
字
体
番
号
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
行
の

平
仮
名

。
片
仮
名
に
な
い
字
体
は
、
便
宜
上
、
字
源
の
漢
字
を
代
用
し
て
表
示
し
た
。

（９
）

歴
史
的
に
清
濁
両
形
が
存
す
る
語
、
複
合
語
で
連
濁
し
な
い
形
も
想
定
で
き
る
語

な
ど
、
必
ず
し
も
濁
音
と
の
み
断
定
で
き
な
い
語
は
用
例
に
含
め
な
か
っ
た
。

（Ю
）

矢
田
勉
氏

「印
刷
時
代
に
お
け
る
国
語
書
記
史
の
原
理
」
３
東
京
大
学
国
語
研
究

室
創
設
百
周
年
記
念

国
語
研
究
論
集
」、
汲
古
書
院
、　
一
九
九
八
年
）

（Ｉ
）

引
用
文
は
、
問
題
と
し
て
い
る
箇
所
以
外
は
、
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３７

（‐２
）

「企
」
の
用
字
法
に
つ
い
て
は
既
に
迫
野
虔
徳
氏

「定
家
の
「仮
名
も
じ
遣
ヒ
η
語
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筋
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一
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③
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橋
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ψ

∞
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レ 喧
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じ

35 25

り
渤
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一
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２

ゑ
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一

調
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一・４
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一


